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上毛電気鉄道 経営再建計画について  

 

［１］経営再建計画の要旨 

１ 経営再建計画の基本的な取り組み 

当社は、平成 10 年度を初年度とする 5 か年間の第 1 期経営再建期間、平成 15 年度を

初年度とする 5 か年間の第 2 期経営再建期間、平成 20 年度を初年度とする 5 か年間の

第 3 期経営再建期間、平成 25 年度を初年度とする 5 か年間の第 4 期経営再建期間に続

き、平成 30 年度を初年度とする 5 か年間を第 5 期経営再建期間と位置付け、現在の厳

しい経営環境から脱却するため、収入の確保、費用の削減、企業意識の変革等を柱に、

以下の事項を経営再建計画の基本として取り組むこととする。 

 

営 業 活 動 の 強 化 ・・・ 通勤通学及び定期外旅客の積極的な増加策の実施

新規需要の開拓のためのイベント、企画商品販売など

施 設 の 近 代 化 ・・・ 車両更新、踏切保安装置更新などの設備投資の実行

収 入 の 確 保 運 賃 水 準 の 維 持 ・・・ 定期割引率の是正を含め、当面値上げ見合わせ

経 営 改 善 接 遇 サ ー ビ ス ・・・ 顧客第一主義の徹底と職員の接遇改善

沿線自治体との連携 ・・・ 沿線自治体の開発計画、鉄道利用促進施策

人 件 費 削 減 ・・・ ベアの抑止、賃金水準および要員配置の検討

費 用 の 削 減

金 融 費 用 の 削 減 ・・・ 長期・短期借入金の減少

企業意識の変革 ・・・ 経営改善に向けての全社員の一致協力

 

２ 経営再建計画策定の前提条件 

（１）輸送人員 平成 26～28 年度の対前年の変動実績をもとに、今後も企業、学校訪問

による定期旅客増、鉄道の各種ツァー等による定期外旅客増等を考慮

し想定した。 

（２）運 行 30 分間隔の現行ダイヤの維持 

（３） 運 賃 定期の割引率を含めた現行水準の維持（消費税率改定に伴うものは除く） 

  （４）人件費 全社一体となった削減努力の継続 

（５）修繕費 安全確保に必要な修繕の実施 

  （６）東武鉄道の支援 東武鉄道出向者の人件費全額負担の継続 

 

３ 経営再建計画の収支想定 

   経営再建期間中の各年度の収支計画については［別紙の表１］のとおり想定した。 

 

４ 鉄道安全輸送設備等の整備 

   平成 30 年度以降 5 か年間の鉄道安全設備等の整備投資の内容は、車両の更新、踏切保

安装置の更新、レールの重軌条化、鉄柱のコンクリート柱化を［別紙の表２］のとおり

計画した。 



2 

 

 

５ サービスの改善への取り組み 

鉄道のお客様に対するサービスの改善については、次のとおり取り組むものとする。 

（１）輸送環境の向上･･･車両の更新、踏切更新、重軌条化、電車線支持物の改善等 

による安全の確保 

（２）現行ダイヤの維持･･･ 利便性確保のため、現行の 30 分間隔ダイヤの維持  

（３）職員教育の実施 ･･･ ｢安全なくして存続なし｣をモットーにした安全教育と  

併せて、お客様への接遇教育にも努めていく 

 

６ 自治体の沿線開発等の鉄道利用促進策に対する積極的な協力 

今後とも群馬県ならびに沿線自治体と連携して、沿線開発促進など鉄道を活かす地域

づくりへの取り組みに対して積極的に協力する。 

 

 

［２］経営再建計画実施の効果 

昨今、乗客の減少は緩やかになってきたものの別紙の［参考］のとおり、全体として

は減少傾向が続くことが想定される。平成 30～34 年度についても、鉄道事業は経常損失

が見込まれるが、これまで以上に収入の確保、人件費を中心とした費用の削減に努める

とともに、沿線自治体等による鉄道基盤設備維持費等の御支援により、収支の均衡が図

れるので、上毛線の安全な列車運行の確保が可能となる。 
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